















































メーレン（モラヴィア）のフライベルクに居住 ていたが、一八六〇年からはウィーンで暮らしていた。毛織物商人とはい 、具体的にどのような商売をしていたのか、どれほど 収入があっ の は明らか なってい い。豊か なかった は確かだ。しかし、ともかく長男を大学に進学させ、後述のとおり、長女 師範学校、末子の弟ギムナジウム 通わせていたのだ ら、それなりの経済力はあった
だろう。あるいは、無理をしてでも持てる財産を子どもの教育につぎ込んでいたと言うべきかもしれない。 『婚約書簡』からは、フロイト家が経済的にそ うきびしい環境にあったことが読み取れる。そんななかでもたま は家族の楽しみはあった。八二年八月一四日付で、フロイトはマルタに 「我らが老家長」 （
B



















b.2. S.40 ） 。今回はロシアへの旅だっ
た。そして、 それから一月ほど経った八月 日付の手紙でフロイトは、前日にウィーンに帰ってきた父 会 と報告する。父は「意気盛ん」





































b3. S.533 ） と尋ねているが、







































もはや収入はなかった。フロイトはそれから一週間ほど経った五月一四日付で、 「フライシュルがたぶん生徒を 人斡旋してくれるでしょう。五〇から六〇グルデンは払ってくれます。そうすればそ 金で母を田舎へ行かせることにします」 （
B
b.3. S.316 ）と書く。ウィーン大学
医学部の先輩フライシュルの紹介で、医学生に個人教授をし、その謝礼を受け取るというのである。それ ら四日後の手紙でも「母 ために金がいるのです」 （
B
b.3. S.346 ）と書いている。そして、五月二三日










ナウに旅立ったのである。一安心ではあ が、転地だけ 病気は直ない。それから一月ほど経って、ロツナウのアマーリエ 手紙を受け取ったマルタは、 「お母様はまだよくなっていません」 （
B
b.3. S.425 ）






















S.160 ） 、母がマルタを傷つけるような が起きたのである。その日付
まで覚えていてことさら話題にするのだから、かなり深刻なことだったのだろう。マルタの傷が癒えたのかどうかはわからない。しかし、フロイトの書くようにマルタ 、アマーリエと「仲よくし 」いたことは確かだ。体調が くないと聞くと、それを気遣う手紙をフロイトに送り、また、未来の姑とも手紙のやり りをし、贈り物の交換をすることもあった。ロツナウのアマーリエと文通していたマルタが、息子から手紙が来ないものだから「お母様は怒っていらっ ゃる」 、 「せめて葉書くらいはお書きなさい」 （
B
b.3. S.425 ）とフロイトをたしなめ










トはイギリス 訪 、二人 兄 再会した。はじめ 訪れたこの国をフロイトはとても気に入って た。このときのことも『夢解釈』に記されている。そのときアイリッシュ海 海辺で 「もち ん」 「夢中になって潮に取り残された海生動物を捕まえた
⑾
 」という。 「もちろん」と強調





− 90 − − 91 − （6）
フロイトにザクセンで会おうという誘いの手紙を書いたのはエマーヌエルである（
B
b.2. S.474 ） 。フロイトが親しみを感じていたのも明ら























つきが乱れ、 ちょっとやせ衰えていて、 いくらか神経過敏」 （
E
bd. ）だっ




















カに移住し、ニューヨークで没した。それ以外の四人の妹（ローザ、マリア、アドルフィーネ、パウリーネ）はヒトラー・ドイツによるオーストリア併合後もウィーンに残り、強制収容所に連行され、そこで殺害された（ ドルフィーネはテレ ジエンシュタットで餓死） 。末弟のアレクサンダーは、一九三八年にカナダに逃れ、同地で病没した。『夢解釈』で幼児の両親との関係を論じ、オイディプスに言及する前に、フロイトは兄弟姉妹の関係について考察する。そのなかにフロイト自身の体験に基づくと思われる記述がある。先述のとおり すぐ下の弟ユーリウスは一八五七年に生まれ 翌年四月に死んだ れはフロイトがようやく二歳になろうとするときだった。そして、妹アナが生まれたのはその年の一二月である。 『夢解釈』では最初に生また子は両親の愛を独占するが、やがて弟や妹にその愛を奪われて嫉妬するという事態について論じられる。嫉妬に駆られた子は弟や妹がいなくなってしまえばよいと願 という。そして、フロイト こう書く

































b1. S.543 ） 。また、八三年七月九日付のフロイト
の手紙によると、この頃にローザはブルスト 一八五五年〜一九 三年）という法律家 婚約し らしい。しかし、ブルストはあまり誠実な男性ではなかったようで、結局この関係 翌年五月に破綻する。その前後のマルタ宛の手紙からは、フロイトが のことを親身になって思い遣っていることが読み取れる。ブルストに結婚の意思はないとローザに告げねばならなかったのはフロイトだった。フロイトはブルストから手紙を受け取って であ （八四年五月七日付） 。そして、兄として「むずかしい一仕事をやりおおせた」 （
B
b.3. S.345 ）ときのこ






日付で「ほんとうに可哀想なローザ、どれほど気 毒な思いがす か、言い表すこともできません」 （
B
b.3. S.352 ）と同情する。そして「あな











たのかは明らかではない 八二年八月二八日付 フロイトの手紙からは、こ ときにミッツィがまだ両親のもとにいたことが読み取れる。そして そ 次にミッツィの名が現れる が右のマルタ 手紙であマルタは、八二年九月か 翌年六月までいったん母とともにウィーンに戻り、フロイトとも頻繁に会っ そ ため、さす にこ 間の文通は間遠になっており、この一〇ヶ月のことについては不詳な点が多い。ミッツィはその間に─おそらく兄とそ 婚約者に 見送られて─サン
=
ジェルマンに発ったのである。その後、体調を崩したよう















たからだ。結婚前の女性が自ら進んで職業に就く時代ではない。八四年五月一八日付で、フロイトは「ミッツィが母 二〇〇フランを送ってきまし 」 （
B
b.3. S.346 ）と書いている。フロイト家の人々は、フロ
イト自身も含め、経済的にぎりぎりの状態で生活していた。フロイトは一八八四年八月一九日付で「ミッツィから哀れな手紙 何通か来ています。あの子も帰ってこなくてはな ません」 （
B
b.3. S.534 ）と書い





















以上経ってまた話題にしている （八四年六月一七日付） 。 しかし、 ドルフィが手紙でマルタに伝えたところでは、結局この話はうまくいかなかった（八四年七月一八日付のマルタの手紙） 。マルタが書くように、それはドルフィの「生活のための戦い」 （
B









はしばしばまとめて 「おちび ち （
die K




とも書いている。ドルフィとは六歳、パウリィと 八歳違いだった。二人 兄にすれ 小娘だったのだろうが、とくにパウリィのほうは幼く思えたようだ。一八八二年八月三日付で「もう一八歳になるというのにまったく『純粋理論』のままで、高収入の若い男 優しくしてくれれば、それでもう上出来だと思って る （
B
b.1. S.248 ）と書いて
いる。ところが、それから一年半ほど経 た 四年四月二 日 手紙には、 「おちびのパウリィがもう幸せな恋に落ちている」 （
B
b.3. S.279 ）























り、また、弟は文句を言いつつも、兄を旅に誘うのだから、仲 よかったのである。マルタ宛の手紙でよくは書いていない も、この頃のアレクサンダーが、進路が定まらず、ふらふらとし いたからだ。兄はそれを心配していたのである。アレクサンダーは と同じレオポルトシュタットのギムナジウムに通っていたが 成績 芳しくなく、五年
目に中退した。その後、八二年八月から交通機関（列車、蒸気船等）の時刻表を出版する仕事の見習いを始めた。その上司となったのはエーリ・ベルナイスだっ エーリの口利きによる勤務だったのである。ところが、フロ トは一八八二年一〇月二五日付で、エーリの母エメリーネ─つまり、マルタの母―に手紙を書き送り（ 『婚約書簡』第一巻所収） 、弟の退職を知らせる手紙を書き送って る（
B
b.1. S.546ff. ） 。勤







は 「いまだに甘やかされている」 ので、 「きついこと 慣れたほ がよい」（B
b.3. S.158 ）と書いている。さらに、同年五月二三日付でフロイトが


































また、 八二年七月一三日付の手紙では、 はもう 「身内」 （
B
b.1. S.197 ）
の者となっているので、 「もともと 善良で高貴な性質」 （
E
bd. ）を見
てとるこ ができると 書いている。エーリ その頃毎晩フロイト家を訪れていたの あ

 。ところが、同年八月一日付ではマルタにこ
− 84 − − 85 − （12）
んな報告をする。











一方で婚約から一週間も経たない六月二三日には「エーリにおもねるのではなく、 勝手なことをさせ ようにせねばならない」 （
B
b.1. S.103 ）
と書く。エーリを褒め称えるのは婚約者の兄だから、とい のがおもな理由だったのだろう。 「心のこ っ 付き合い」をして ると書いたことは忘れ去られ、しだ に悪意が目立つようになる。
ベルナイス家は子どもたちが成人する前に父が亡くなり、家族は貧
窮していた。ジークムント・パッペンハイムが子どもたちの後見人に立ったとは え、兄としてエーリは妹たちに、また息子として母に責任を感じる立場にあった。フロイトとマルタの交際 始まっ 頃、エーリはまだ二二歳だった。しかし、その歳でエーリには「家長

 」として





トはそんなことに 頓着 な 。フロイト エーリのことを悪 様に言うようになるのは、マルタのエーリに対す 態度、ある はフロイトがそ だと思い込んだマルタのエーリに対 のせいだった。
マルタは八二年の夏を母とともにハンブルクのヴァンツベークで過
ごすが、九月にいったんウィーン 戻り、翌年の六月まで滞在する。その間、マルタは母、兄妹と同居していた。前述のとおり、そ 間文通は間遠ではあっても継続はする。フロイトは妹たちから家 のマルタの様子を聞いたという（八二年一〇月一九日付）
家で君は「人」にどうしても必要とされている。 「人」は君に英語






















らにフロイトは一〇月二二日付で、 「君は の家庭内女奴隷です。彼が『合図する』だけで、君は震え上 ります」 （
B
b.1. S.383 ）とまで





妹ミンナがいた。たまたま同伴していたのではない。二人は仲がよく、いっしょにいることが多かった。そのときマルタ 二〇歳、ミンナは一六歳だった（一八六五年六月一八日生） 。そして、姉よりも早くミンナはすでに婚約して た。現在よりも婚期は早かっ とはいえ、一六歳での婚約

 は当時でも一般的とは言えない。ミンナの婚約も秘密に






− 82 − − 83 − （14）




ている。ま 、フロイト宛のマルタの手紙に、ミンナの手紙が同封されることもあっ 。さらには、フロイトとミンナも手紙のやりとりをしていた。二人の手紙は往復書簡集として刊行されてい 。書簡集の冒頭に収められているのは 一八八二年八月二二日に書かれたミンナ宛のフロイトの手紙、最後 手紙は一九三八年六月 付のフロイトのミンナ宛である。最初の手紙で まだ敬称 （
Sie ） が用いられているが、
内容は内密な事柄であった。





とが露見するかもしれないなどということが書き連ねられている。この手紙を受け取 ミンナはこのときまだ一七歳で、 フロイトが「おちび」と呼ぶ妹パウリィよりもさらに一歳若かったのである。そのミンナにフロイトは対等の大人に対するように─大人げない内容の─手紙を書く。マルタとミンナは姉妹として互い 信頼し合い、そして、フロイトも婚約者の妹に揺るがぬ信頼を寄せて た。フロイトにとっ ミンナは自分と を仲介するための「 っとも近 い人

 」であった。
その反面、フロイトは、自分 マルタ、シェーンベルクとミンナの四人についてこんなこ を書いてい （一八八三年一二月二七日付マルタ宛） 。









ている。 （八二年八月一八日） 。ま 、 「順応的」 、 「意志的」と う対照は、おもにエーリに対する態度を基準にした区別だった。フロイトに対してマルタは十分に「意志的」であったと思うが、フロイトの見るとこ













付） 、ミンナは文章のうまい理知的な女性 もあった。ミンナはさまざまな面で姉ほどには「女らしく」は かった。そして、同性の似ていない者同士─フロイトとシェーンベルク、マルタとミンナ―も仲よくできたのである。③エメリーネ・ベルナイス
マルタの母エメリーネが寡婦となったのは、四九歳の年だった。頼




b.1. S.135 ）と書いている（一八八二年六月三〇日付） 。そうした面で






に一人で残っていたのである。二人のはじめての出会いについてマルタはミンナからも手紙で知らされていた ミンナによればは母に 「最高の印象」 （
B
b.1. S.338 ） を刻んだという （八二年九月一日付） 。




しかし、この時点でエメリーネには二人の婚約のことは知 されていなかった。娘の未来の夫としてフロイトに 「感激」 していたのではない。この点についてフロイトはこう書いている（八二年八月二九日付）
















がマルタを必要とし、手放そうとしなかったために、あるい 、マルタが母についてそのように感じていたせいで、結婚のこと 切り出せなかったということが考えられる。先述のとおり、 エ リ よれば、 「ママとミンナはぜんぜん家事をしない。マルタがやってきてはじめて家がなごむ」のである。八四年四月一六日付でマルタは母親につい 「数年前に心膜炎に罹った」 （
B
b.3. S.269 ）と書いている。どんな容体であっ
たのか、具体的には記されて な 。しか 、心臓病という診断なのだから、深刻な事態だったのだろうと想像できる。フロイトの第一印象にも かわらず、実際、エメリーネはずっと病気がちだった。熱や頭痛のせいで伏せっているという 述は、マルタの手紙 頻繁に見られる。また、八四年三月からは、フロイト ─ からの手紙に基づいて─「急性皮膚炎」 （
B
b.3. S.228 ）と診断する症状に一ヶ月ほど苦
しんでいた。そのあいだ母の世話をしていたのはもちろんマルタだった。母はマルタに頼り切っていた。マルタはそんな病気がちの母を見捨てること きないと感じていて、婚約のことは言い出せなかったのだろうと推定できる。婚約相手が誰であれ、母にそのことを打 明ける はむずかしかったのだろう。
別の理由として、相手がまさにフロイトだったから、ということが考
えられる。エメリーネは零落したとは言え、良家の婦人としてのたしなみとプライドを身にまとった女性だっ うした点 フロイトの母とは対照的であり、またフロイト自身、そうしたご婦人を相手に社交的な振る舞いをすることはできなかっ そのことはエーリがフロイトに面と向かって言い放ったこと もある。エーリによれば、 フロイトには 「ご婦人 付き合う作法が欠けてい 」 （
B
b.1. S.197 ）のだった。エメリーネ
にとってはそうした「作法」がごく当たり前の生活の空気だった。フロイトは、やがて開業医としてウィーンの上流階級 女性たちを患者 して診療していくなかで、そう たたしなみ 学んでいく か 、それは一〇年以上のちのことだ。マルタ 知り合った頃のフロイトは 洗練された社交的なたしなみ は無縁の男だった。
さらに宗教への姿勢もまったく異なっていた。エメリーネは敬虔な
ユダヤ教徒だった。シナゴーグに通い ユダヤ教の戒律を遵守してたとえば、ハムを食べては らなかった。しかし、無宗教者、あるいは反宗教者のフロイトにとって、それは蒙昧的 健康 害する迷信でしかなかった。 はマルタにぜひハムを食べ よ に強く勧める、あるいは強要する。マルタはそれ 従い、またエメリーネもそ











二〇日付の手紙で─つまり、二人がウィーンとハンブルクに離ればなれになって一年以上経って─マルタは「こんなふうに離れていることで、私たちがどんな目に遭 いるのか、ママはどうもはじめ 気がついた」 （
B
b.3. S.470 ）ようだと書いている。きっかけはマルタがフロ
イトからの手紙を読んで、恋しさのあまり泣き出してしまったのを母が見たことだった。これに対してフロイト 七月二三日付で、これだけ時間が経ってようやくそこ 思い当たるなんてどうかしていると憤慨している 、それは確か も とも ことだ。や 自己中心的で他者を気遣う繊細さの欠如する人だ たのだろう。しかし、フロイトも、エメリーネがマルタ 母 あ ことまで否定するわ に いかい。それだけに、フロイトは苛立ちを募らせる であ
フロイトとエメリーネの関係についてもさらに述べるべきことはあ








b.1. S.396, S.430 ） 、 「僕の敵対者」 （
B






そのため、ここでいう 「当時」 とは一八八二年六月から一八八四年八月までに限定せざるをえない。婚約時代全体の俯瞰はできないが、のちに加筆することを期して、本稿では第三巻ま で明らかにしうることを記述する。
⑶
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 フロイト 『夢解釈 〈初版〉 ・上』 、三二二頁以下。





































 フロイト 『夢解釈 〈初版〉 ・下』 、一〇七頁。引用文中の強調はフロイトによる。

 『婚約書簡』 の編集者注 （
B
b.3.S.159 ） によれば、 マルタの妹ミンナの婚約者の兄ゲー
ツァ・シェーンベルク （一八五二年〜一九二六年） が 「圧搾酵母工場主」 で、アレクサンダーはその工場で仕事を始めたという。









 ミンナ・ベルナイス宛の手紙で、フロイトはエーリ 「家長 （
H

























































































b.1.S.251 ） と書いている。その場合には 「ママがいちばんか弱い反対者」 （
E
bd. ）
で、強硬に反対することはないだろうという。しかし、ではなぜ かなければなら のかは、ここでも明らかにしていない。母 マルタにとっ 「いちばんか弱い反対者」であるにしても、ともかく「反対者」なのであり、婚約をすんなり認めてくれるとは思ってはいなかったのである。

 一八八三年七月八日のマルタ フロイト宛の手紙（
B
b.1.S.507 ） 、同年七月一一日
付（
B
b.1.S.516 ） 、八四年七月一七日（
B
b.3.S.464 ）のフロイトのマルタ宛の手紙を
参照。

